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概 要

  コンポジット・ビデオ信号の映像の画面上にクロスライン（╋字）をス－パ－インポ－ズ

させる電子ライン発生器です。 パワ－オフスル－機能があります。

ライン位置設定は 水平，垂直 各々２５６分解能で設定出来、ライン輝度や実線／破線の切り替えが

出来ます。フレ－ム／フィ－ルドの表示切り替えで線の太さも変えられます。

デジタルカウント式ですから温度変化や経時変化で位置ずれが起きません。

特 長

  簡単操作���ビデオカメラとモニタ間に本機を接続して電源ＯＮするだけ。

  安  価���╋字ラインのみの単機能。

  設定機能���電子ラインの実線／破線切り替え、フレ－ム／フィ－ルドの表示切り替え

  安定度優���アナログ式と違い温度によるラインの位置ズレ（温度ドリフト）がありません。

   機  能���パワ－オフ・スル－機能

取 扱 説 明

１．各部の機能

   正 面

ＰＯＷＥＲ 電源スイッチ

    背 面

                                     

                              

                                                                    

ＶＩＤＥＯ ＩＮ ビデオ信号入力端子   

ＶＩＤＥＯ ＯＵＴビデオ信号出力端子

                   

Ｖ.ＰＯＳ 縦線の座標設定スイッチ                       

                 Ｈ.ＰＯＳ 横線の座標設定スイッチ               

                                        ＢＲＩＧＨＴ 縦横線の輝度調整ボリゥム

                                                        ＬＩＮＥ 縦横線の実線／破線切り替えスイッチ



２．操作方法

２－１ 接続

  ①ビデオカメラとモニタ間に本器を接続致します。

  ②ビデオカメラからの同軸ケ－ブルを本器‘ＶＩＤＥＯ ＩＮ’へ接続致します。

  ③ビデオモニタへは本器‘ＶＩＤＥＯ ＯＵＴ’より接続致します。

    本器は、通信工業用仕様でＢＮＣコネクタ－を使用しています。ケ－ブルがＲＣＡピンジャックの

    時は、別売りのＢＮＣ／ＲＣＡ変換コネクタ－をご使用下さい。

２－２ 操作

  ①ＰＯＷＥＲ ＯＮにて即動作致します。

  ②クロスラインは出荷時に画面の中心付近に合せてありますが、位置変更時は‘Ｈ.ＰＯＳ’と

  ‘Ｖ.ＰＯＳ’のディップロ－タリスイッチ２桁で位置設定が出来ます。モニタ－により中心数値が

   異なります。分解能は、画面縦横方向に２５６段階です。（画面内８０～９０％程度を）モニタ－に

   よりラインが端まで行かない事があります。

    デジタルカウント式ですから電源再投入時や温度等にも位置ズレがありません。

    （再設定しない限りラインの位置は変りません。）

    ③ラインの輝度の変更は‘ＢＲＩＧＨＴ’ボリゥムにて白→灰→黒と可変出来ます。

    ④ラインの実線／破線の表示切り替えは‘ＬＩＮＥ’スイッチにて行ないます。

    ⑤横線、縦線の細／太設定

                 正  面         電源スイッチ

                                            

                      

                                     ＨＡＬＦ

                 BNC     BNC          本体を上から見た図

    ⑤-1ライン表示の横線の太さは，ＪＰ１のジャンパ－ポストをさすと半分（ＨＡＬＦ）になります。

    フレ－ム⇒フィ－ルドに切り替えられて ［両方表示］⇒［偶数又は奇数］表示となり線が細く

    なります。切り替えはケ－スのフタを開けて内部基板にて行います。ＪＰ１

     なお、モニタ－によっては、フレ－ム⇒フィ－ルドにするとフリッカ－を起こしてチラチラする

     事があります。（インタレスの片方表示となる為）

  Ｊ１

ＪＰ１

ＪＰ２

Ｏ Ｅ
  

HALF 



    設定手順

      １．電源をＯＦＦにします。（コンセントプラグをコンセントから抜く）

   ２． ケ－ス底面の四隅のビスを外し ケ－スの上蓋を外します

     ３． 基板のジャンパ－ポストＪＰ１にて設定します。

    ・偶数フィ－ルドに表示させたい場合はＥと真ん中のポストをショ－トさせます。

    ・奇数フィ－ルドに表示させたい場合はＯと真ん中のポストをショ－トさせます。

    ・両方表示（フレ－ム）の場合はショ－トピンを外しＯＰＥＮ状態にします。【出荷時設定】

     なお、はずしたピンは無くさぬ様にＥのポストに縦に刺しておいて下さい。

        ※出荷時は両方表示（フレ－ム）になっています。

      ・ ケ－スを開けた時と逆の手順で元の状態に戻して完了です。

    ⑤-２ ライン表示の縦線はＪＰ２のジャンパ－ポストをさすと約半分（ＨＡＬＦ）になります。

      出荷時はオ－プン状態（太い）になっています。

    太い表示の場合はショ－トピンを外しＯＰＥＮ状態にします。【出荷時設定】

     はずしたピンは無くさぬ様にポストに縦に刺しておいて下さい。

       なお、モニタ－によっては、ＨＡＬＦにて縦線が消えてしまう事があります。（Ｆ特により）

  ⑥ モニタ－の画面が同期がズレてゆがんだり 曲がったりする時は、カメラの出力信号が正規のＮＴＳＣ

     から外れている場合があります。この時はタイムベ－スコレクタ－等を介して波形を整形してから

     結合して下さい。

  ⑦ 作業が終わりましたら電源をＯＦＦにします。次回電源をＯＮにすると設定したクロスラインがその

     そのまま表示されます。また、電源をＯＦＦにするとパワ－オフスル－によりカメラ映像がその

     ままモニタ－に表示されます。

３．仕様

  入  力  信  号：ＮＴＳＣビデオ信号（カラ－，白／黒） １ＶP-P

  出  力  信  号：入力ビデオ信号にクロスラインをス－パ－インポ－ズして出力 １ＶP-P

  入 出 力 コ ネ ク タ：入出力共 ＢＮＣ

  入出力インピ－ダンス：７５Ω

  ラ イ ン 発 生 形 状：╋

  ラ イ ン 発 生 色 ：ボリウムにて 白～灰～黒 可変

  画 面 分 解 能 ：Ｈ，Ｖ共 約２５６

  ラ イ ン 移 動 ：ディップロ－タリスイッチ２桁にて位置設定(256分解能)

  フレ－ム／フィ－ルド：表示のフレ－ム又はフィ－ルド（偶数／奇数）

  実 線 ／ 破 線 ：表示の実線／破線切り替え

  パワ－オフスル－機能：電源オフ時 入力⇒出力 直接出力

  電 源 ・ 消費電力 ：ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ・約２０ＶＡ

  外形寸法 ・ 重  量 ：１５０Ｗ×５４Ｈ×１７０Ｄ（突起部含まず）・約５００ｇ


